
2478

過 敏 症 ニ 關 ス ル 研 究 補 遺

(殊 ニ網 状 織 内皮 細 胞 系統 ノ機 能 トノ

關 係 ニ就 テ)　 (第3報)

岡山 醫 科大學 柿 沼 内科敎 室

岡 元 一

内 容 目 次

第1章　 緒 言

第2章　 實驗材料及ビ實驗方法

第3章　 實驗成績記述

第1節　 甲状腺機能 ト過敏症「シヨツク」トノ關係

竝ニ甲状腺機能ヲ變化セシメタル際ニ於

ケル墨汁注入ノ影響

第1項　 健康海〓ニ於ケル過敏症「シヨツク」試

驗

第2項　 甲状腺劑投與海〓ニ於 ケル過敏症 「シ

ヨツク」試驗

第3項　 甲状腺劑投與 ト墨汁注入 トヲ併用セル

海〓ニ於ケル過敏症「シヨツク」試驗

第4項　 甲状腺剔出海〓 ニ於ケル過敏症 「シヨ

ツク」試驗

第5項　 甲状腺剔出 ト墨汁注入 トヲ併用セル海

〓ニ於ケル過敏症「シヨツク」試驗

第2節　 「アドレナリン」,「インシュリン」,「ピツ

イ トリン」注入 ト墨汁注入 トヲ併用セル

際ニ於ケル過敏症「シヨツク」試驗

第1項　 「アドレナリン」皮下注射ノ過敏症 「シ

ヨツク」ニ及ボス影響 ニ就テ竝ニ「ア ド

レナリン」注射 ト墨汁注入併用時ニ於

ケル過敏症試驗

第2項　 「インシュ リン」皮下注射 ノ過敏症「シ

ヨツク」ニ及ボス影響ニ就テ竝ニ「イ ン

シュリン」注射 ト墨汁注入併用時ニ於

ケル過敏症試驗

第3項　 「ビツイトリン」皮下注射ノ過敏症 「シ

ヨツク」ニ及ボス影響ニ就テ竝ニ「ビツ

イトリン」注射 ト墨汁注入併用時ニ於

ケル過敏症試驗

第3節　 沈降素産生ニ及ボス墨汁注入竝ニ脾臟剔

出ノ影響ニ就テ

第1項　 海〓ニ於ケル實驗

第1目　 正常海〓ニ就テ

第2目　 墨汁注入海〓ニ就テ

第3目　 脾臟剔出海〓ニ就テ

第2項　 家兎ニ於 ケル實驗

第1目　 正常家兎ニ就テ

第2目　 墨汁注入家兎 ニ就テ

第3目　 脾臟剔出家兎ニ就テ

第4節　 總括(第3章 ノ總括)

第4章　 考察結論

文 獻

第1章 　緒 言

過敏症ニ關スル研究業績 ハ古來甚ダ夥多ニシテ正ニ山積ノ盛況 ヲ呈 シ居 レルモ未ダ決定セラ

40



過敏症ニ關スル研究補遺　(第3報) 　 2479

レザ ル事實 ノ殘存 セルヲ遺憾 トス.殊 ニ我等臨牀家 ニ關係 深キ過敏症「シヨツク」發 現ニ影響 ス

ル諸種 ノ因子 ノ意義 ニ就 テ モ甲論 乙駁 ノ状態 ニア リ.而 シテ中間新陳代謝機 轉 ニ重大 ナル關係

ヲ有 スルR.-E.-App.ハ 吾 入 ノ生理的或 ハ病 理的機轉 ニ際 シ個體 ノ状態 ヲ決 定 スル一因子 タ リ

得ベク,一 方又内分泌臟 器 ガ個體ノ體質 ニ關 スル コ トモ明 白ナル コ トナ リ.實 際 過敏症 ト言 フ

一 ツノ病理 的現象 發來時 ニ於 ケルR.-E.-App.ノ 態 度 ニ就 テモ余 ノ本研 究第1報 ニ報告 セル ガ

如 ク,吾 人 ノ用 ヒタ ルガ如 キ條件 ニテハ過敏症 「シヨツク」發 現 ニ大 ナル影響 ヲ認 メ難 ク,又

Genus u. Diuersteinノ 家 兎過敏症 ニ於 ケル分離臟 器ニ關 スル研究 ニ見 ルモ脾臟 剔出 ハ大 ナル

影響 ヲ示 サザルガ如 シ.然 レドモR.-E.-App.ノ 過 敏症 ニ及 ボス影響 ニ就 テハ,或 ハ影響有 リ

ト認 メ,或 ハナ シ ト言ハルルハ何故ナルカ,之 ニ關 シテハ種々 ノ理 由存 スベ キモ.脾 臟機 能 ガ

P. Morawitz等 ノ唱 フル ガ如 クBedingte Funktionナ ル ベ キモ與 ル一 ツノMomentナ ル ベ

シ.即 チ脾臟機 能 ハ常 ニ同程度 ニ現 ルルモノナラズ シテ或 ル一定 ノ條件 ノ下 ニ特 ニ著 明 ニ出現

スルモノナル ガ如 シ.而 シテR.-E.-App.ト 免 疫現象 トノ間ニハ一定 ノ關係 アル モノノ如 ク,

又 一方R.-E.-App.ノSpeicherungsfunktionニ ハ種 々 ノ臟器 ガ關與 スル モノナルベク,就 中

内分泌臟器 ノ機能如何モ關與 スル モノノ如 クLeites u. Riabowノ 犬 ニ於 ケル 内分 泌 臟 器 ノ

R.-E.-App.ノSpeicherungsfunktionニ 及 ボス影 響 ニ就テノ實驗的研究 モア リ.仍 テ甲状腺

剔出,甲 状腺劑投與等 ニヨ リ個體 ノ反 應力 ノ變化 ヲ,從 ツテ又R.-E.-App.ノSpeicherungsfu

nktionノ 状 ヲ變 ゼ シメ得 タ リ ト考 フベキ状態 ニ於 ケル過敏症現象發現 ニ及ボ スBlockierung

ノ影 響ニ就 キ實驗 スル ヲ要 ス,カ カル状態 ニ於 テハ然 ラザル正常試獸 ニ於 テハ殆 ド影響 ナカ リ

シカ又極 メテ不定 ナ リシBlockierungノ 影 響 ガ著 明 ニ或 ハ又Konstantニ 出 現 セザル ヤ,若 シ

然 ラバR.-E.-App.ノFunktionenガBedingte Funktionナ ル ベキ有力 ナル一 ツノBeweisト

モナ リ得 テ甚ダ興味深 カ ラム.茲 ニ余 ハ上記甲状腺機 能状態變 化ヲ來 タサ シメタル際竝 ニ 「ア

ドレナ リン」,「イ ンシュ リン」,「 ビツイ トリン」注 入等 ニ ヨリR.-E.-App.ノ 變性 ヲ來 サ シメ得

タ リト考 フベキ状態 ニ於 テ墨汁注 入ヲ施行 シ過敏症「シヨツク」現象發 來ノ状況 ヲ實驗 セル ニヨ

リソノ成績 ヲ竝 ニ余 ハ曩 キニ墨汁注 入,脾 臟剔 出等 ノ過敏症 ニ對 スル影 響ハ恐 ラク過敏症抗體

産生 ニ主ニ關與 スルモノナラム ト述ベ タル ニヨ リ現今緖 方敎 授等 多數學者 ニヨ リ過敏症 ト密接

ナル關係 ア リト見做 サルル抗體 タル沈 降素形成 ニ及ボ ス墨汁注 入竝 ニ脾臟剔出 ノ影響 ニ就 キ實

驗 セル結果 ヲモ併 セテ報 告 セン トス.

第2章　 實 驗 材 料 及 ビ實 驗 方 法

實驗動物 トシテ過敏症研究ニハ既報實驗ニ於ケルト同樣海〓ヲ使用シ,沈 降素研究ニハ海〓及 ビ健康雄

家冤體重約2kgノ モ ノヲ使用セリ.抗 原トシテハ傳染病研究所發賣ノ健康馬血淸 ヲ使用シ, Blockierungノ

目的ニ使用セル墨汁ハ坊間販賣ノ大師墨汁ヲ0.85%生 理 的食鹽水ニテ4倍(1:3)ニ 稀釋滅菌セルモノナ

リ.
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過敏症「シヨツク」ニ於テハ在來ノ研究同樣一般症状,體 温ノ變動,死 亡時間等ニ注意シ且剖檢所見ヲモ

觀察セリ.

沈降反應檢査ニ就テハUhlenhuth氏 原法及ビ緖方敎授稀釋沈降反應ニヨリ實驗セリ.而 シテ本實驗ニ關

シ本學衛生敎室須之内講師ノ忠言ニ負フ所多ク記 シテ以テ謝意ヲ表ス.

爾餘ノ必要事項ハ各條下ニ於テ記述セム.

第3章　 實 驗 成 績 記 述

第1節　 甲 状 腺 機 能 ト過 敏症 「シ ヨ ツク」トノ關係 竝 ニ 甲状 腺 機

能 ヲ變 化 セ シメ タ ル際 ニ 於 ケル墨 汁 注 入 ノ影 響 ニ就 テ

過敏症 ト甲状腺機 能就中 其ノ剔出 トノ關係ニ就テハPistocchiノ 研究以來Kepinow et Lanzenberg, 

Appelmans等 諸家ノ實驗アリ,又 甲状腺劑投與 ト過敏症 トノ關係ニ就テハSavini氏 等 ノ實驗アリ,殊 ニ本

邦 ニ於テハ木場氏 ノ甲状腺機能ト過敏症 トノ關係ニ就テノ詳細ナル實驗的研究アリ,余 ハ主ニ氏ノ研究ニ

做ヒ實驗 ヲ行ヘ リ.木 場氏ハ健康海〓ニ就キ先ヅ兩側甲状腺完全剔出ヲ行ヒ爾後平常 ノ如 ク飼育 シ健康状

態ノ略ボ恢復スルヲ俟チ之ニ過敏原ヲ注射シ更ニ2乃 至3週 日ヲ經テ,再 ビ同一過敏原ヲ注射シ過敏症状

ノ發現如何ヲ觀察シ,其 結果6例 中4例 ニ於テ過敏症状全ク發現セズ殘餘ノ2例 ニ於テハ何レモ過敏症

「シヨツク」症状ヲ認 メタリ,而 シテ本2例 ニ於テハ剖檢上甲状腺ノ一部遺殘ヲ證明セリト云 フ.尚 ホ甲状

腺物質試食實驗ニ於テハ乾燥牛甲状腺粉末ヲ調製シ夫 レヲ海〓ニ體重100gニ 對 シ0.03gノ 割合ニ初囘注

射ノ當 日ヨリ經口的ニ隔日1囘 投與シ2乃 至3週 日後再注射ヲ施行セ リ.其 結果實驗例5例 中3例 ニ於テ

ハ再注射後試獸ハ安靜ニシテ何等ノ症状ヲ呈セズ,他 ノ2例 中1例 ニ於テハ中等強度ノ「シヨツク」症状 ノ

發現ヲ見,今1例 ニ於テハ「シヨツク」症状 ノ下ニ斃死スルヲ認メタリト云フ.尚 ホ感作後2週 日經過 シ甲

状腺剔出 ヲ施行セル4例 ニ於テ全部ニ過敏症「シヨツク」症状ヲ認メ,甲 状腺剔出後甲状腺物質試食ヲ行ヘ

ル海〓 ニ於テモ亦實驗例4例 全部ニ過敏症状 ノ發現ヲ認メ其状ハ怡モ健康海〓ニ於ケル過敏症「シヨツク」

症状 ト何等異ルトコロナカリキト言 フ.而 シテPistocchi, Savini,木 場 氏等 ノ説ヲ綜合スルニ甲状腺剔出ハ

過敏症「シヨツク」發現ニ關係アル植物神經系統ノ興奮性 ノ減弱ヲ招來セシメ過敏症「シヨツク」症状ヲ緩和

スルモノナラント.又 木場氏ノ甲状腺 ト免疫體産生 トノ關係ニ就テノ實驗ニヨレバ過敏症抗體産生 ニモ幾

分關係アルモノナルベシ.又 甲状腺劑投與實驗ニ於テ木場氏ハ迷走神經ノ興奮性ヲ減弱セシメ又甲状腺機

能亢進ニヨリ酸化機轉亢進シ引キテハ過敏抗體 ノ酸化破壞ヲ招來其ノ結果過敏症「シヨツク」ヲ抑制セシム

ルモノナラント言フ.カ ク上記ノ人々ニヨレバ甲状腺剔出,甲 状腺劑投與ハ過敏症「シヨツク」ヲ抑制スル

モノト雖モ又一方Appelmans, Hajo's其 ノ他 ノ研究者ニヨレベ甲状腺剔出ハ「シヨツク」ヲ抑制セズト云ヒ

又甲状腺越幾斯 ノ注射ノ如キ却ツテ「シヨクク」症状ヲ促進ストモ云ハレ居 レリ.次 ニ甲状腺機能ノ變北 ト

R.-E.-App.ノSpeicherungsfunktionト ノ關係ニ就iテLeites u. Riabowノ 犬 ニ於ケル實驗アリ,氏 等ハ

R.-E.-App.ノSpeicherungsfunktionニ 對 シEndocrine Organeガ 關與スルモノナラントテ犬ニ於テ鐵糖注

入後一定時間ニ採血シ血中ノ鐵含量ヲ測定 シ置キ此鐵含量ニ及ボス甲状腺剔出,膀 甲状腺剔出,脾 臟剔出,

睾丸,卵 巣剔出,膵 臟切除或ハ「アドレナリン」注入「ビツイトリン」注入「インシュ リン」注入等 ノ影響ヲ檢

シ次記ノ如ク結論シ居 レリ即 チ甲状腺剔出,卵 巣剔出,「 イ ンシュリン」注入,「 ビツイトリン」注入等ハ
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R.-E.-App.ノSpeicherungsfunktionヲ 高 メ,「 ア ドレ ナ リ ン」注 入 ハSpeicherungsfunktionヲ 低下 セ シム.

又 膵臟 除 去,傍 甲状 腺 除 去,睾 丸 切 除 等 ハR.-E.-App.ノSpeicherungsfunktionニ 著 明 ノ影響 ヲ及 ボ サ ズ ト.

尚 ホ脾 臟 剔 出 ハSpeicherungsfunktionヲ 低 下 セ シム ル モ ノナ レ ドモ 脾 臟 剔 出 ト甲状 腺 切除 或 ハ脾 臟 剔 出 ト

卵 巣剔 出 トヲ併 用 ス ル時 ハSpeicherungsfunktionニ 著 變 ナ シ ト述 ベ タ リ.

第1項　 健 康 海 〓 ニ於 ケ ル 過 敏 症 「シ ヨ ツ ク 」試 驗

對照 試 驗 ト シテ正 常 海 〓 ニ健 康馬 血淸0.1cc皮 下 注 射,感 作 後2週 日ヲ經 テ 同 一 血淸0.1cc左 頸 靜 脉 内 ニ

注 入 シ過 敏症 「シヨ ツ ク」症 状 ニ就 キ觀 察 セ リ其 ノ結 果 ハ第1表 ニ示 ス.

第1表　 對 照

43



2482 　岡 元 一

表ニ示スガ如ク實驗9例 何レモ過敏症 「シヨツク」ノ下ニ斃死シ其死亡時間ハ3分28秒 乃至7分25秒 ニ

テ大多數ハ4分 以内ニ定型的「シヨツク」症状ノ下 ニ死亡シ剖檢上肺膨脹肝臟腫大ヲ認ム.

第2項　 甲状腺劑投與海〓 ニ於 ケル過敏症 「シヨツク」試驗

本實驗ニ於テハ海〓感作前日或ハ感作 ト同時ニ三共株式會社發賣乾燥甲状腺粉末0.05g或 ハ0.01gヲ 經

口的ニ隔日1囘 投與シ,感 作ヨリ2週 日後左頸靜脉内ニ血淸再注射ヲ施行セ リ,其 結果ハ第2表 ニ示スガ

如シ.

第2表　 甲 状 腺 劑 投 與

甲状腺劑試食實驗ニ就キテ木場氏等ハ多 クノ場合「シヨツク」ヲ抑制スト云ヒHajo'sハ 血淸再注射前短時

間内ニ甲状腺越幾斯ヲ注射セバ却 ツテ促進スル傾向アリト云フ.余 ノ實驗9例 中2例 ハ「シヨツク」症状輕
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減 セラレタルモノノ如 ク其1例 ハ輕症ニテ恢復ニ向ヒ他 ノ1例 ハ遲延性 「シヨツク」症状ヲ呈 シ31分 後斃

死セリ,殘 餘ノ7例 ハ何 レモ急性「シヨツク」ニテ死亡,其 時間ハ2分45秒 乃至4分52秒 ニ シテ多クノモ

ノハ3分 以内ニ死亡シ對照ニ比シ死亡時間幾分短縮セルヲ認ム.

第3項　 甲状腺劑投 與 ト墨汁注 入 トヲ併 用 セル海〓 ニ於 ケル過敏症 「シヨツク」試 驗

感作前甲状腺粉末0.05gヲ 投與數時間後墨汁1.5ccヲ 右頸靜脉 ニ注入 シ其後隔日1囘 同量ノ甲状腺粉末

ヲ投與,感 作ヨリ2週 日後左頸靜脉内ニ血淸再注射ヲ施行ス.尚 ホ墨汁3.0ccヲ 右頸靜脉内ニ注入後毎日1

囘甲状腺粉末0.01gヲ 投興2週 日後血淸再注射ヲ施行ス,其 成績ハ第3表 ニ示スガ如 シ.

第3表　 甲 状 腺 劑 投 與 ト墨 汁 注 入
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表ニ就キ見ルニ實驗11例 中2例 ハ「シヨツク」症状甚ダ輕ク他 ノ9例 ニ於テハ急性 「シヨツク」症状ノ下

ニ2分45秒 乃至3分55秒 ニテ死亡 其内多クノ例ニ於テ死亡時間ハ3分 以上ニシテ甲状腺劑投與實驗ニ比

シ幾分死亡時間ノ延長ヲ認ム.

第4項　 甲状腺剔出海〓 ニ於 ケル過敏症 「シヨツク」試驗

兩側甲状腺 ヲ剔出シ其後2乃 至5日 ヲ經テ馬血淸0.1cc皮 下注射ヲ行ヒ2週 日ヲ經テ左頸靜脉内ニ同一

血淸 ノ再注射 ヲ施行ス其成績ハ第4表 ニ示スガ如 シ.

第4表　 甲 状 腺 剔 出 實 驗

實驗6例 中2例 ニ於テハ症状甚ダ輕ク恢復ニ向ヘルモノニテ項部離斷致死セシメ剖檢セルニ肺膨脹ヲ見

ズ.殘 餘ノ4例 ニ於テハ何 レモ急性「シヨツク」症状ヲ呈 シ夫々3分35秒, 4分10秒, 4分30秒, 5分4秒

ニテ死亡ス,而 シテ3分35秒 死 亡ノ例ニ於テハ剖檢 上甲状腺ノ一部遺殘セルヲ認 メタリ,而 シテ本例ヲ除

カバ何 レニ於テモ對照ニ比シ死亡時間ノ延長セルヲ認ム.
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第5項　 甲状腺剔出 ト墨汁注 入トヲ併用 セル海〓 ニ於 ケル過敏症「シヨツク」試驗

本實驗ニ於テハ甲状腺剔出後墨汁2.5ccヲ 右頸靜脉内ニ注入翌日感作シ2週 日後左頸靜脉内ニ血淸再注

射ヲ施行ス.

第5表　 甲 状 腺 剔 出 ト 墨 汁 注 入

表 ニ示 ス ガ如 ク實 驗5例 中2例 ニ於 テ ハ殆 ド症 状 ノ認 ム ベキ モ ノナ ク,爾 餘 ノ3例 ハ 夫 々5分15秒, 5

分40秒, 7分15秒 ニテ過 敏 症「シヨ ツク」症 状 ノ下 ニ死 亡 セ リ.而 シテ 死 亡 時 間 ハ對 照 ニ比 ス ル モ亦 甲状 腺

剔 出試驗 ニ比 ス ル モ明 カ ニ延 長 シ居 レ リ.

第2節　 「ア ト レ ナ リ ン」,「 イ ン シ ュ リ ン」,「 ピ ツ イ ト リ ン」注 入 ト

墨 汁 注 入 ト ヲ併 用 セ ル 際 ニ 於 ケ ル 過 敬 症 「シ ヨ ツ ク 」試 驗

過 敏 症 「シヨ ツ ク」發 現 ニ及 ボ ス 「ア ド レナ リ ン」,「 イ ン シュ リ ン」,「 ピ ツイ ト リン」注 射 ノ影響 ニ就 テ

ノ實驗 中Hajo'sノ 海 〓 ニ於 ケ ル實 驗 ニ ヨ レバ 「ア ド レナ リン」,「ピ ツ イ ト リン」注射 ハ 「シヨ ツ ク」ヲ抑 制 ス

ル傾 向 ア リ.「 イ ン シュ リ ン」注 射 ハ促 進 ス ル傾 向 ア リト.又 「ア ド レナ リン」,「 ピ ツイ ト リ ン」,「イ ンシ ュ

リ ン」注射 トR.-E.-App.ノSpeicherungト ノ關 係 ニ就 キテ ハ 上 記Leites u. Riabow等 ノ犬 ニ於 ケ ル實 驗

ア リ.

第1項　 「ア ドレナ リン」皮下注射 ノ過敏症「シヨツク」ニ及 ボス影響 ニ就テ

竝 ニ「ア ドレナ リン」注射 ト墨 汁注 入併用時 ニ於 ケル過敏症試驗

第1實 驗

感作前ヨリ再注射前日迄1日1囘 鹽化「ア ドレナリン」0.01mg皮 下注射施行竝ニ再注射前再 ビ鹽化「アド
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レナ リ ン」0.03mg皮 下 注 射 施 行.其 結 果 ハ第6表 ニ示 ス.

第6表　 「ア ド レ ナ リ ン」注 射

上表ニ示ニガ如ク實驗4例 中1例 ニ於テハ極メテ輕症 他 ノ3例 ハ何 レモ急性「シヨツク」症状ノ下ニ夫々

3分30秒, 4分28秒, 4分10秒 ニテ死亡,前 記對照例 ノ夫 レニ比シ幾分死亡時間 ノ延長ヲ認ム.

第2實 驗

感作前鹽化 「アドレナリン」0.01mg皮 下注射感作後1時 間墨汁1.5cc右 頸靜脉内注入尚ホ其後3日 間1

日1囘0.02mg鹽 化「ア ドレナ リン」皮下注射施行3例 及ビ同樣ノ處置ニ加フルニ血淸再注射前鹽化「アドレ

ナリン」0.03mg皮 下注射施行2例 其成績ハ第7表 ニ示ス.
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第7表　 「アドレナ リン」注射 ト墨汁注入

表ニ見ルガ如 ク本實驗ニ於テハ對照ニ比シ又鹽化「ア ドレナリン」注入實驗ニ比シ著明ニ過敏症 「シヨツ

ク」症状 ノ緩和セラレタルヲ認メタリ.

第2項　 「インシュ リン」皮下注射 ノ過敏症「シヨツク」ニ及ボ ス

影響 ニ就 テ竝 ニ「インシュ リン」注射 ト墨汁注 入併用 時

ニ於 ケル過敏症 試驗

第1實 驗　「インシュ リン」皮下注射

實驗例3例 處置其他ハ第8表 ニ示スガ如 シ.
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第8表　 「イ ン シ ュ リ ン」注 射

「インシュ リン」注射ハ「シヨツク」症状ヲ助長ストモ云ハルルモ上記 ノ實驗ニ於テハ對照ニ比シ大差ナキ

モノノ如 シ.

第2實 驗　「イ ンシュリン」注射ト墨汁注入

實驗例6例 其成績ハ第9表 ニ示スガ如 シ.

第9表　 「インシュ リン」注射 ト墨 汁注 入
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本實驗ニ於テ對照ニ比シ「シヨツク」減少 ノ幾分緩和セラレタル例アルモ第1實 驗ニ比シ著變ヲ認メズ.

第3項　 「ピツ イ トリン」皮下注射 ノ過敏症「シヨツク」ニ及 ボス影響 ニ就 テ

竝 ニ「ピツ イトリン」注射 ト墨汁注入併用時 ニ於 ケル過敏症試驗

第1實 驗　「ピツイトリン」皮下注射

實驗例4例 其成績ハ第10表 ニ示スガ如 シ.

第10表　 「ピ ツ イ ト リ ン」注 射
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「ピ ツイ ト リン」注 射 ハ「シ ヨ ツ ク」ヲ抑 制 ス ル傾 向 ア リ ト云 フモ本 表 ニ見 ル ガ如 ク余 ノ用 ヒ タル如 キ方法

ニ ヨ リテ ハ大 ナ ル影 響 ヲ見 ズ.

第2實 驗　 「ピ ツイ ト リ ン」注 射 ト墨 汁 注入

實 驗 成 績 ハ 第11表 ニ示 ス.

第11表　 「ピツ イトリン」注射 ト墨汁注 入

上表ニ見ルガ如ク「ピツイトリン」注入後ノ墨汁注射ハ其程度 ニハ差異アルモ「ピツイトリン」注射ニ比シ

死亡時間ノ延長ヲ見 ルモノナ リ.
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第3節　 沈 降素 産 生 ニ及 ボ ス墨 汁 注 入 竝 ニ

脾 臟 剔 出 ノ影 響 ニ就 テ

網状織内皮細胞系統 ノ状態如河 ト沈降素 トノ關係ニ就キテハStandenath, Jungeblut,尼 子,大 村等多數

諸家ノ實驗アリ.余ハ先ヅ海〓ニ健康馬血淸0.1ccヲ 皮下ニ注射 シ逐日採血其沈降素價ヲ檢シ之ヲ對照 トシ

テ墨汁注入,脾 臟剔出海〓ニ於ケルモノト比較對照セ リ.又 家兎ニ於テ耳靜脉内ニ健康馬血淸2.0ccヲ1囘

注入同樣逐日採血其血淸ニ就キ沈降反應ヲ檢シ之ヲ對照 トシ同樣 ノ免疫處置ヲ施セル墨汁注入家兎及ビ脾

臟剔出家兎ニ於ケル沈降反應 トヲ比較セ リ.本 實驗ニ使用セル墨汁ハ前記過敏症實驗ニ於 ケルモノト同樣

ナリ.

第1項　 海〓 ニ於 ケル實驗

第1目　 正常海〓 ニ就テ

健康海〓ニ健康馬血淸0.1cc皮 下注射ヲ行ヒ第5, 7, 9, 15日 採 血其血淸ニ就キUhlenhuth氏 原法及ビ

緒方氏稀釋沈降反應ニヨリ沈降素價ヲ測定 セリ,其 成績ハ第12表 ニ示ヌガ如シ.

緒方氏法ニ於テ免疫血淸稀釋ニハ10%健 康海〓血淸生理的食鹽水溶液ヲ使用セ リ.

第12表 ニ就キ見ルニ原法沈降反應度ハ第5日5倍(-)乃 至10倍(±), 7日25倍(±)乃 至1000倍(+)

多數例ニ於テ50倍(+)以 上, 9日100倍(+)乃 至1000倍(+)多 數 ニ於テ250倍(±)以 上, 15日250倍(±)

乃至2500倍(±)多 數 ニ於テ250倍(±)以 上半數ハ500倍(+).

稀釋法ニ於テ5日1倍(-), 7日1倍(+)乃 至7.5倍(±)大 多數ニ於テ5倍(+), 9日5倍(±)乃 至15倍

(+)多 クハ5倍(+), 15日5倍(+)乃 至30倍(±)多 數ニ於テ10倍 乃至15倍(+)ナ リ.

第2目　 墨汁注 入海〓 ニ就 テ

墨汁2.5cc乃 至3.0ccヲ 右頸靜脉内ニ注入次イデ馬血淸0.1cc皮 下注射夫レヨリ第7, 9, 15日 採血其血清

ニ就キ沈降反應ヲ檢セ リ,其 成績ハ第13表 ニ示セルガ如 シ.

第13表 ニ就キ見ルニ原法ニ於テ第7日10倍(+)乃 至250倍(±)大 多數ニ於テ50倍(+)以 下, 9日100

倍(+)乃 至500倍(+), 15日50倍(±)乃 倍1000倍(±)大 多數ニ於テ250(+)以 下 ナリ.

稀釋法ニ於テ7日1倍(+)乃 至7.5倍(±)多 クノ例ニ於テ2.5倍(+)以 下, 9日7.5倍(±)乃 至15倍(±)

15日5倍(±)乃 至10倍(+)多 クハ10倍(+)ナ リ.

第3目　 脾臟剔出海〓 ニ就 テ

脾臟剔出後馬血淸0.1cc皮 下注射施行其後第7, 9, 15日 採血沈降反應 ヲ檢 セリ,其 成績ハ第14表 ニ示ス

ガ如シ.

第14表 ニ就キ見ルニ原法ニ於テ第7日10倍(±)乃 至250倍(±)多 數例ニ於テ10倍(+)ナ リ, 9日50

倍(±)乃 至250倍(±), 15日50倍(+)乃 至500倍(±)多 クノ例ニ於テ250倍(±)以 下ナリ.

稀釋法ニ於テ, 7日1倍(+)乃 至2.5倍(+)多 クハ2.5倍(±)ナ リ, 9日5倍(±)乃 至15倍(±), 15日5倍

(±)乃 至20倍(+)多 數 ニ於テ10倍(+)以 下ナリ.
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第2項　 家 兎 ニ 於 ケ ル 實 驗

第1目　 正 常 家 兎 ニ 就 テ

體重約2kgノ 健 康 雄 家兎4匹 ニ耳 靜 脉 内 ニ1囘 馬 血淸2.0cc注 入 後 第7, 14日 ニ採 血 其 血淸 ニ就 キ沈 降

反 應 檢査 ヲ施 行 其成 績 ハ第15表 ニ示 スガ如 シ.

第15表 ニ ツキ見 ル ニ 原法 ニ於 テ 第7日1000倍(±)乃 至1000倍(+)第14日20000倍(±)乃 至20000倍

(+)ナ リ.

稀釋 法 ニ於 テ7日 夫 々10(+), 25倍(+), 80倍(+)半 數 ニ於 テ25倍(+), 14日 夫 々80倍(+)100

倍(+), 150倍(±)250倍(±)多 クハ100倍(+)以 上 ナ リ.

第2目　 墨 汁 注 入 家 兎 ニ 就 テ

家兎 耳 靜脉 内 ニ墨 汁20cc注 入次 デ馬 血淸2cc注 入 其翌 日ヨ リ3日 間1日1囘 墨 汁10cc耳 靜 脉 内 注 射 施

行 血淸 注射 後 第7, 14日 採 血 血淸 ニ就 キ沈 降 反 應 ヲ檢 シ タル成 績 ハ 第16表 ニ示 ス ガ如 シ.

第16表 ニ就 キ見 ル ニ原法 ニ於 テ 夫 々10倍(+), 250倍(+)ニ シテ14日 夫 々250倍(±), 10000倍(+),

 20000倍(±)ナ リ.

稀 釋法 ニ於 テ7日 夫 々5倍(±),10倍(+), 25倍(±), 14日 夫 々10倍(+), 25倍(+), 50倍(+)

ナ リ.

第3目　 脾 臟剔出家兎 ニ就 テ

脾臟剔出後直チニ馬血淸2.0cc耳 靜脉内ニ注入夫レヨリ第7, 14日 採血血淸ニ就キ沈降反應ヲ檢 シタル成

績ハ第17表 ニ示スガ如シ.

第17表 ニ就キ見ルニ原法ニ於テ7日 夫々5倍(+), 5倍(+), 500倍(+), 14日5000倍(±)乃 至5000

倍(+)ニ シテ稀釋法ニ於テ7日 夫々5倍(±), 5倍(+), 10倍(+), 14日50倍(+)乃 至100倍(+)過 半

數ニ於テ50倍(+)ナ リ.

第4節　 第3章 ノ 總 括

過敏症實驗ニ於テ甲状腺劑投與ハ幾分「シヨツク」死亡時間ノ短縮 ヲ來シ甲状腺剔出ハ明カニ死亡時間ノ

延長ヲ示シ,甲 状腺劑投與後 ノ墨汁注入ハ「シヨツク」死亡時間ノ稍々延長 ノ傾向ヲ示 シ,甲 状腺剔出後ノ

墨汁注入ハ明カニ死亡時間 ノ延長ヲ招來ス,「 アドレナリン」注射ハ幾分「シヨツク」死亡時間ノ延長ヲ示シ

「インシュリン」注射ニ於テモ「ピツイトリン」注射ニ於テモ「シヨツク」死亡時間ニ著明ナル差異ヲ來サズ

又「インシュ リン」注射後ノ墨汁注入ニ於テモ著變 ヲ見ズ,「 ア ドレナリン」注入後ノ墨汁注入竝ニ「ピツイ

トリン」注入後ノ墨汁注入ニ於テハ其程度ニハ差異アルモ何レノ場合ニモ著明ニ「シヨツク」死亡時間ノ延

長スルヲ認ム.

沈降反應檢査ニ於テ,海 〓,家 兎何 レニ於テモ,血淸1囘 注入ニヨル,沈 降素産生ハ,墨 汁注入,脾 臟

剔出ニヨリ,其 程度 ニハ差異アルモ,障 害セラルルモノノ如シ.
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第4章　 考 察 結 論

過敏症研究補遺第1報 臨牀症状ニ關スル研究,第2報 血液所見竝ニ剖檢所見ニ就キテノ研究

及 ビ本編ニ於ケル實驗成績ニ就キ考察スルニ,墨 汁注入或ハ脾臟剔出ハ,海 〓過敏症 「シヨツ

ク」ニ對 シ,其 臨牀症状,血 液所見,剖 檢所見等種々ノ方面ヨリ觀察スルモ,余 ノ用 ヒタルガ

如キ條件ノ下ニ於テハ,或 一派ノ主張 スルガ如キ重大ナル影響 ヲ及ボサザルモノノ如 ク,只 自

働過敏症「シヨツク」發來 ニ對 シ,感 作前後短時間ニ於テ墨汁注入或ハ脾臟剔出ヲ行 フ時ニ於テ

ノミ「シヨツク」死亡率 ノ減少又「シヨツク」症状 ノ緩和ヲ招致スルノ傾向アリ.依 ツテ余ハ更ニ

海〓及 ビ家兎ニ就キテ,墨 汁注入竝ニ脾臟剔出ヲ施行 シ,沈 降素産生ノ状態 ヲ檢 シタルニ,動物

各個體ニヨリ多少其度ヲ異ニスレドモ(上記 ノ如ク)沈降素産生ノ減弱ヲ認 ムルニヨリ網状織内

皮細胞系統 ノ作用 ハ,恐 ラク過敏症「シヨツク」發 現ニ對 シ,其 抗原,抗 體反應ニ關與スル ヨリ

モ,寧 ロ主 ニ過敏症抗體産生ニ關與スルモノナラン.尚 ホ脾臟機能ノ如何ハ各個體 ノ状態 ニ關

スルモノニシテ,必 ズシモ常ニ著明ニ發現スルモノニアラザルハ他ノ實驗ニ見ルモ明 カニシテ

殊ニ(上記)余 ノ實驗即チ甲状腺機能ノ變化或ハ「ピツイ トリン」,「インシュ リン」,「ア ドレナ

リン」注入等ニヨル網状織内皮細胞系統 ノ變性 ノ場合ニ墨汁注入施行ノ時過敏症 「シヨツク」發

現ニ對スル影響ノ然 ラザル時ニ比ジテ異ルニヨルモ明カナル事ニシテ蓋 シ是ガ在來 ノ各研究者

ノ網状識内皮細胞系統機能ノ過敏症ニ對スル影響 ニ關スル意見ノ相違ヲ見タル原因ノーツ ト考

フベ キ ナ ラ ン.

擱筆 スル ニ臨 ミ終 始懇 篤 ナ ル御 指 導 ヲ忝 フ シ御 校 閲 ヲ賜 ハ リ シ恩 師 柿沼敎 授 ニ深 ク感 謝 ノ意 ヲ表 ス.

(4. 7. 19.受 稿)

主 要 文 獻

1) Hajos, Endocrinology Vol. 10, Nr. 6, P. 560, 1926, zit. nach Danisch, Kl. Ws. 7 Jahrg. Nr. 8,

 1928, S. 337. 2) Genes u. Diuerstein, Zeitschr. f. Ges. exp. Med. Bd. 58, H. 3/5, 1927. 3) Leites 

u. Riabow, ebend. Bd. 59, H. 5/6, 1928. 4) Morawitz, P., Kl. Ws. Jahrg. 7, Nr. 16, 1928. 5)

 木 場,甲 状 腺 機能 ト免 疫體 産 生 ト ノ關 係 ニ就 テ(第2報),甲 状 腺 機 能 ト過 敏 症 トノ關 係 ニ 就テ,辻 内科 教

室 甲状 腺論 文 集 第1卷 ニ ヨ ル. 6) 須 之 内,岡 山醫 學 會雜 誌,第468號. 7) 緖 方,岡 山 醫 學 會 雜

誌,第470號. 8) 岡,岡 山 醫學 會雜 誌,第470號. 9) 岡,岡 山 醫 學 會 雜誌,昭 和4年 度.

59



2498

Kurze Inhaltsangabe.

Beitrage zur Kenntnis der Anaphylaxie.

(Die Anaphylaxie und das Retikulo-endothelialsystem.)

(Ⅲ, Mitteilung.)

Von

Dr. med. Motoichi Oka.

Aus der medizinischen Universitatsklinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama.

Eingegangen am 19, Juli 1929.

Nach den Resultaten, welche der Ⅰ., Ⅱ. und, dieser Mitteilung zu Grunde liegen, sei

 folgende Zusammenfassung gegeben: Betrachtet aus dem Blutbefund, der klinischen

 Erscheinung und dem pathologisch-anatomischen Befund scheinen die Tuscheinjektion

 und die Milzexstirpation auf den anaphylaktischen Shock bei Meerschweinchen keinen

 wesentlichen Einfluss, wie ihn eine Schule behauptet, unter den Bedingungen, wie sie von

 mir gebraucht wurden, auszuuben. Nur wenn man beim Zustandekommen des aktiven

 anaphylaktischen Shocks Tuscheinjektion oder Milzexstirpation kurz vor und nach der

 Sensibilisierung ausfuhrt, wird beobachtet, dass der Prozentsatz des Shocktodes zur

 Abnahme und die Shocksymptome zur Abschwachung neigen.

Ferner nahm ich bei Meerschweinchen und Kaninchen Tuscheinjektion oder Milzex

stirpation vor, um das Bild der Prazipitinbildung zu untersuchen, und beobachtete dabei,

 dass die Prazipitinbildung, wenn auch je nach den einzelnen Individuen mehr oder

 weniger verschieden, im allgemeinen abgeschwacht ist. Aus diesem Grund scheint mir,

 das R. E. S. beim anaphylaktischen Shock an der anaphylaktischen Antikorperbildung

 vielmehr als an der Antigen-Antikorperreaktion teilzunehmen. Was die Funktion der

 Milz betrifft, so hangt sie von dem Zustand der einzelnen Individuen ab und kommt nicht

 immer deutlich zustande, was auch aus den anderen Untersuchungen erklart ist.

 Besonders kann mit der bedingten Funktien der Milz erklart werden, dass der Einfluss 

der Blockierung (Tuscheinjektion) auf den anaphylaktischen Shock zwischen den Eallen,

 wo das R. E. S. durch eine durch Veranderung der Schilddrusenfunktion und die Injektion

 von Pituitrin, Insulin und Adrenalin hervorgerufene Storung des innersekretorischen

 Systems schon zur Veranderung gebracht worden ist, und den sonstigen Fallen eine

 Verschiedenheit zeigte. Vielleicht kann man sagen, dass die Widerlegung der bisherigen

 Ansicht uber den Einfluss der Funktion des R. E. S. auf die Anaphylaxie, wie sie von den

 verschiedenen Autoren wurde, auf die bedingte Funktion zuruckzufuhren ist.

(Autoreferat.)
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